
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能美市障害者芸術祭 2023 事業 

実績 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   ディスカバリーアート募集                         

 

障がい者の作品募集の告知のために、チラシ及びポスター作成を行いました。ビジュアルは、

鮮やかなデザインとし参加者の才能の発掘を意図したデザインとしました。また募集要項を

策定して各福祉施設等に案内を行いました。 

 

●チラシ・ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●ホームページ 

運営のポータルサイトと作品の募集と各事業の運営告知、経過を随時更新しました。作品の

募集に関しては 1 次募集をオンライン上で行い遠隔地からの参加を可能としました。審査に

は画像データを活用して行いました。またスマートフォンでも見やすいデザインに配慮しま

した。 

https://dia-nomi.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イベントを随時更新 写真や動画を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://dia-nomi.jp/


 

   ディスカバリーアート募集                       

 

作品は地域福祉施設及びホームページからの作品応募がありました。公募サイトにも掲載し

たことにより、県外からも数多くの応募からみられアート通じた広範な交流が図られました。 

 

●応募状況 

 

募集エリア 人数 作品点数 

能美市 33 名(うち一歩 25 名) 52 点) 

石川県内 7 名 15 点 

県外 32 名 68 点 

合計 72 名 135 点 

 

●公募サイト 

多様な公募サイトに掲載を依頼し「公募ガイド」と「コンペナビ」に掲載いただきました。 

また「南関東・甲信障害者アートサポートセンター」のサイトに掲載されました。 

 

 

  



 

   ディスカバリーアート審査会                         

 

ホームページより応募されたデータ作品及び、能美市に持ち込まれた作品を対象として、デ

ータは A3 サイズに出力し作品を展示し、審査員 5名を招き厳正な審査を行いました。 

 

▼日程   8 月 18 日金曜日 14 時  

▼場所   能美市役所 〒923-1297 能美市来丸町 1110番地   1F 大会議室 

▼出席者 

東京藝術大学名誉教授 秋元雄史氏 

彫刻家 山下晴子氏 

合同会社上出瓷藝 上出惠悟氏 

会長 なごみの郷 理事長 荒田稔氏 

副会長 能美市九谷焼美術館体験館 施設長 佐久間忍氏 

▼スケジュール 

10:00 会場準備 作品展示 

13:50 集合  

14:00 趣旨説明 能美市福祉課より 

14:10 審査員特別賞 1 人 10票選定   

14:30 各賞の選定 審査員様にてご相談 

14:50 賞の決定 

15:00 審査会終了 

15:00 茶話会 各審査員の感想をヒアリング 

15:30 終了    

 

◆能美市長賞 1 点 

今回の選定した中で最も優秀な作品を選定。 

◆審査員特別賞審査員 6 点  

各審査員が優秀と判断された作品 1点を選定 

◆ディスカバリー賞 10 点 

新たな可能性に満ちた個性的な表現の作品 

 

 

 



   審査員動画                          

 

審査員のコメントを動画で撮影し、作品の講評や審査員特別賞の視点について語っていただ

きました。動画は展示会当日にサイネージで放映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   ディスカバリーアート展告知                             

 

ディスカバリーアート展の告知にはチラシ、ポスターを作成し能美市施設に掲示を行いまし

た。また能美市広報誌にも掲載を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

  当日案内パンフ                          

 

作品展当日は来場者に作品リストを手渡しました。また作品の詳細コンセプトは QRコードで

閲覧できるように配慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   8. ディスカバリーアート展示会                         

 

今回の作品展示は能美市民および来外者に広く認知していただくため、市内 2 会場で開催し

ました。各施設ごとに展示のレイアウトを調整しました。 

 

●根上総合文化会館「タント」円形ホール 

10/14（土）〜20（金） 10：00 〜16：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●能美ふるさとミュージアム (のみふる) ミュージアムギャラリー 

10/21（土）〜29（日）9：00 〜17：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

   ディスカバリーグッズ作成                        

 

入賞者の作品についてはアートグッズとして製品化し、広く市民に利用していただくために

販売を行いました。 

 

項目 仕様 数量 

クリアファイル  両面カラー 6種 各 100枚 

ノート  36P B5 サイズ 300部 

ポストカード 片面カラー、モノクロ 16種類 各 100枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

  ワークショップ                          

 

応募作品の中からデザインを選定して九谷シールを作成しワークショップで使用しました。

一般の市民も身近に障がい者の作品に接する機会としました。 

 

期間 参加人数 備考 

10 月 14 日(土)10:00 5 名 家族連れ 

10 月 14 日(日)13:30 5 名 家族連れ 

10 月 15 日(土)10:00 10 名 家族連れ 

10 月 15 日(日)13:30 10 名 家族連れ 

 

●シールデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●九谷シール サンブル皿 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●ワークショップの模様 

 2 日間にわたり開催し、当日は大人から子供まで幅広い世代の方がおとずれました。講師は

上出瓷藝のスタッフが丁寧に指導を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   クラウド美術館                          

 

応募作品はホームページ上で公開来場できない方も閲覧できるよう「クラウド美術館」とし

て公開しました。作品のコンセプトも掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

   GAPFREE パフォーマンス 募集                      

 

GAP FREE パフォーマンスの参加者を募集するためにチラシ、ポスターを作成し各施設に配布

しました。応募規定はギャップフリーパフォーマンスと手話ダンスの 2種設けました。 

 

●募集チラシ・ポスター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   GAPFREE パフォーマンス 記録                      

 

GAP FREE パフォーマンスの練習風景や経過をホームページに記録しました。を作成し各施設

に配布しました。応募規定はギャップフリーパフォーマンスと手話ダンスの 2種設けました。

美市障害者芸術祭の告知を目的として、事業の目的を反映したビジュアルの制作を行いまし

た。このビジュアル制作には、コンセプトの文面作成、ロゴデザイン、案内チラシのデザイ

ン、ポスター作成などが含まれます。ビジュアルは、芸術祭の魅力や趣旨を訴求し、多くの

人々にアピールするための非常に重要な役割を果たします。 

 

●練習記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●衣装デザイン 

障がい者のアート作品を配した発表用の衣装の生地を作成。当時の衣装としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  GAPFREE パフォーマンス 告知                      

 

今回の公演のテーマであるを「いのちのわ」をテーマとしたデザインとしました。人のつな

がりや命のつながりについて来場者にメッセージを伝えます。 

 

●プロモーションビデオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●プロモーション動画 

 会場にはプロモーション動画をサイネージで放映しました。練習の過程などを記録し作品

の理解を深めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

   GAPFREE パフォーマンス 当日記録                     

 

能美市タントでの発表会の模様を動画で撮影しアーカイブしました。3 台のカメラで各自の

表情を豊かに捉えました。 

 

 


